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A
’
ty）vords ：　 tthe　Lessons，　the　Viclim5，

the　Hanshin ・Awaji　Great　Earthqualce，　queStionaire　survey

　　　　　　 weStern 　disnict　ofKobe 　City

1　 は じめに

　 1995年1月 且7日の 阪神 ・淡路大震災か ら4年 半 以 上 が経過

した。被災地で は、ま ちづ く り協議会を 中心 とし た 生活 再

建 ・市街地 再建 を目指す復興ま ちづ く りが現在で も続 け ら

れ て い る。

　 地 域 で の 後 興 ま ち づ く りを 進 め る 中 で 、そ の 時 々 の 問

題 ・課 題 に 直面 しなが らも、何 らか の 解決 策を 見 い だ し、

新 し い ま ち の 再 生 へ と展 開 して い く被災地の 現場か らは、
こ れ か らの 都市 計画 を考 える 上 で も、21世紀の 新 し い 市民

祉会を考え る上 で も、目 々 学ぶ こ とが多い 。

　また、先 日の トル コ や台湾で の 大地震 は、再び 自然災害

と して の 地震の 脅威、それに 対する 現代都市社会の 脆弱性

を露呈 する も の で あ り、改め て 自然 災害 に 対す る 社会 シ ス

テ ム の 検討 及 び 変容 、新 シ ス テ ム 実 現 の た めの 新 し い 概 念

が求 め られ て い る と思 われ る。そ して 、その 見 直 し検 討及

び新シ ス テ ム 磯立の た め に も、今
一

度被災者の 声に 耳 を傾

け、そ こ か ら可 能な限 り多 くを 「被災者 か らの 教訓 」 と し

て 学ぶ こ とで 、明 日へ の 安全 と安心 の ま ちづ く りへ とっ な

げ た い と思 うe

　本稿は 、 1997 年 8 月、地域安全学会震災調 査研究会 （委

員長 ； 室 崎益輝 神 戸大 学教授｝ に よ る 神戸市兵庫 区 ・長田

区 ・須磨 区で の ア ン ケ
ー

ト個 査結果 1｝ か ら、阪 神 ・淡 路大

震 災の 被 災 者 が 考 え る 「他 地 域の 人 々 へ 伝 え た い 教 訓亅 を

分類 ・整理 し て 教訓 内容 の 全体像 を明 らカ」にす る こ とを 目

的 とす る 。

2　調査概要

　調査 全 体 と し て の 設問項 目は 1 ： 回答者属 性 ∬ ： 自宅

で の 防 災 対 策 皿 ： ま ち の 安全 等W ： 地震以降の 生活 V ：

住宅 の 新改築W ： 他地域 へ の 教訓 で ある。 調査対象地は

兵 庫区 6 町 長 目 ・長 田 区26町長 目 ・須磨 区28町 長 目。調 、
査 実施 口 は平 成 10年 8 月 25日 〜 29日で、直 接 配 布 で 727

票配布、訪問回収594票回収で 回収率は81．7％で あっ た。

　本稿で の 分析対 象は、内容 rVI他地域 へ の 教訓」 で の

自由回 答の み で 、 設 定項 目は 「あなた が他地域 の 人 々 へ

伝 えた い 教酬 は何で す か 、 ご 自由 にお霄き下さい 亅 で あ

る。なお 回 収票 は、住宅 か らの 回 収票 と商店街 か らの 回

収 票 とに 分類で き るが 、 その うち住宅か らの 回収票 を分

析 対象 と した。

　 分 析方法 と し て は 、自由 回 答 欄 へ 記 入 され た 文 章 か

ら、キー
ワ
ー

ドを抽出 し、K 亅法 を用 い て 分 類 した。結

果、キー
ワ
ー

ド総数723件、大 分類 19、小 分 類66 で あ っ

た。以下、その 内容 につ い て結果を報告する 。

3　大分類の 内容

　抽出 され た キー
ワ
ードは 大きく19に 分類 で き る。

多 い 順 番 にみ る と 「常備品 （水 ・食料を除く） ：98件」

「住宅 ；97件 」　 「心 構 え ： 93件 亅　 「水 ・食料 ：70件 」

「行政 ： 59件 」　「近 隣 関係 ：46件 」　「避 難 行動 ・避難

所 ：41件 」 「家具 類 ：30件 」 f貴 重品 ： 28件 亅 【火 災 ：

28件」 f金 ：26件 」 「情報 ；21件 」　「寝 る場 所 ： 16件 J
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　 r健 康 ・医 療 ： 16件 j　r家族 ： 15件 亅　 「ボ ラ ン テ ィ ア ：

13件」　 r道 路
・
交通 ： 13件亅　 「ライ フ ライ ン ： 10件j

　 「調査 ・ア ン ケー
ト： 3件 亅 で あ る （図 1 ） 。

　 最も多か っ た の は 「常備品 （水 ・食料を除 く｝ ： 98

件」 で あり、関連性 が 強い と考えられ る 「水 ・食料 ： 70

件亅 を加 え る と、168件に もなる。こ れ は、 「常備 品」 及

び 「水 ・食料亅 が、生命を維持す る上 で、ま た生活 を営

む 上 で 欠か せ な い こ とや 、 個人 レ ベ ル で 対応で きる最も

基 本 的 ・初期的 対 策で あ る た め 「教剛亅 と して あげられ

た 件数 も多い と考え られ る。
・　 次い で 多か っ た の が 「住宅 ： 97件」 で あ る。阪 神 ・淡

路大 震災 は 「住宅災害」 とも言わ れ、住宅の 被害状況 が

被 災者 の 被災度 に 大 きく影響を与えた。　 「敏訓 」 と し て

あ げ られ た 事 と して は 、 住宅 の 倒壌 ・解体及び ガ レ キの

緻去や 、 住 宅 の 設計構造 、 建 築基準法や不動産 ・土地所

有関係を含めた法律
一

般 にっ い て、そ の 他仮設住宅や住

まい 方に 関 す る ま で が あげ られ て い る 。 中 で も 最も多

か っ たの が 、住宅 の 「構造 ・基礎亅 に つ い て で s35 件で

あっ た
。 次 い で 「建築 ・再 建 ・

住み 替 え1 が 15件 とな っ

て い る。　 「建築 基 準 法」 9件 は、法律 の 弾力性 を 求め る も

の と、住 宅 再建 の 際 の 違 反 建 築 に っ い て で あ っ た。特に

違反 建築 を め ぐっ て は、か な り厳 し く指摘 され て お り、
同時 に建築行政を批判す る もの が多く見られた。

　　3番目に多 か っ た の が 「心 構え ；93件亅 で ある。内容

と して は、自然 災 害 に対す る 「日 頃の 心 構」 や 、 被災直

後 の 立ち上 が り にお い て の 「自立 ・自律 ・自己 防衛 」

　「震災直後 の 対応」　「思い やり ・相 互 扶助」、震災後新

た な生活を始める上で の 「明る さ ・前向 き さ亅 な どが 内

廳雛 ・r 「
建 鰭 ・再建 ・

住み 替え （】5〕
期盤 〔8）
佳まい方 ω 塵

畷

行敵 ｛59）
《赦 存 ・期待な し く10》・援肋 ｛1匚）
不濟 ・不公平感 （且z）
対応 （lt）
〔11）

災害 への締め （2）

司

容 で あっ た 。ま た 中 には 「災 害 へ の 諦め 」 も見 られ た 。

　阪神 ・淡路大震 災 で 重要 性 が指摘され た こ との一っ に

「地域社会」 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」 が あ る。今回 の ア ン ケー

ト結 果 で も 「教 訓 亅 と して あげられ て お り、そ れ ぞ れ

「家族 ； 15件j　 「近隣関係 ；46件」 となっ てい る。こ れ

ら の 多 くは 、 家族や親戚 ・近隣で の 安否 確認 、救 援救助

な どや 、 震災直後の 連絡などに 関す るもの 、 地震後 の 生

活 の 功け、支 え と して の 家族、近隣関係 の 大切さを指摘

す る もの で あ る 。

　 また、阪 神 ・
淡路大震災 の 発 生 した 1995年 は 「ボ ラ ン

テ ィ ア 元 年 」 と位 置 づ け られ て い る が 、こ こ で も 「ボ ラ

ン テ ィ ア ： 13件J が 敦馴 とし て あ げ られ て い る。 その ほ

と ん ど は、ボ ラ ン テ ィ ア の 重 要性 や ボ ラ ン テ ィ ア へ の 感

謝 で あるが、中に は ボ ラ ン テ ィ ア に 対 す る提 案 （批 判的

指摘も含む）も見 られる。

　その 他多か っ たもの として は 「家具類 ； 30件亅 「寝 る

場所 ： 16件」 が あ る ． こ れ は、地震 が起こ っ たそ の 瞬 間

の 対応策と して あげ られ て い る 。

　他 「情報 ： 21件 」　「ライ フ ラ イン ： 10件」 「道路 ・交

通 ： 13件亅　 「火 災 ： 28件」　 「調査 ・ア ン ケート ： 3件」

が あげ られ て い る 。　「倩報 亅 に 関 して は、震災 直 後 、 復

旧 期で の 情 報 （亀 話 連 絡 を含 む ） に っ い て で あ っ た 。

「ライ フ ライ ン 」　r道 路 ・交通」　「火災亅 はそ れ ぞれ行

政対 応 に 関 連する 指摘 となっ て い る．　 「調 査 ・ア ン ケー

ト亅 は 調 査公 害に 関する もの で あ る。　 以 下 、 回 答件数

の 多か っ た 「常備 品 亅　「住宅」　「心 構えJ　「水 ・食料 」

「行政」　「近隣関係亅　「避難行動 ・避難所」 につ い て、
被災 者の 回答をあげ る こ とで詳 細内容 の 報告 と したい 。

塵 蠢 蠡黷
驪裂1

濕蠹轟論 lllll：：ll：：：：墜塾1

　 　 心搆え 〔93》

廳
　 の 心構 え ｛か

　 　
・自律 ・自己防衛 ｛巳

　 への 厨め （19⊃
破距直後の対 応 ｛ω
明る さ ・蘭向曾さ （8 ，
毋 い や り ・相 互扶助 （8⊃

　 家具類 ｛30）
「　 家具固定 （Iz〕
　 モの 飽 “ s｝

■巳■●

．．窩備品 （水 ・食」再以外〕　〔98｝
常碕品 の 日頃 の縮え 〔匚6，
懐中眠灯 ｛28）
ラジオ （16〕
竃池 （6 ）
靴・靴下 （13｝
そ の 他の 鑓佝凸 〔19｝ 蓐

『
譱撚 飆 「

灘鸛」
　　　　1　 　 盛 　

．
　

一 一
　 　 tUff’ア ンケート CS）

「

嘩脚 懲 細
『

　
輔  

　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1　 被災 者か らの 「教訓」 キ
ー

ワード分類

1卩嘱闘鵬回 管記逃の 巾で 局 文に含まれτ

　 　 い たキ呷ワード

　 　 関理 して 回答されてい龕キーワ

　 　
ー

ド
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4 常備品 （水 ・食 を まない） ：98
4 − 1　 常備品の 圓頃の 備え （16） ： 「常備品を用意」　 「非

常用 の もの を い ざ とい う時取 り出せ る よ うに」　 「災害発生 か

ら2 、3 日は 何とか 生活 で きる よ う準備」 「一ヶ月位生 活 で

き る珮 境をつ くっ て い くこ とも必 要 」

4 − 2　懐中電灯 （28） ： 「懐中電 灯 を 用意」　 「枕元 に 懐中

竃灯 を置い て お く」　「懐中電 灯 は 必 ず分 か りや すい 所に 置き

電池 も用意」　 「懐中電灯は今で も鞄 の 中に入 れて い る」

4 − 3　 ラ ジオ （16） ： 「携帯 ラジオ の 確保 ・用意」 「ラジ

オや ガ レ
ージ の 車 の 方に乗せ て おく亅 「ラジオ を枕 元 に 亅

4 − 4　竃池 （6） ： 「電池の 予備を用意亅

4 − 5 靴 ・靴下 （13） ： 「余震 に備えて枕元 に靴をお く亅

「瓦礫の 中で 足を切るの で 靴を用意」　 「家族人数分の 履き物

を用意亅　 「靴下をはく亅　 「厚地の 靴下」

4 − 6　その 他の 常備品 69） ； 「衣類」 r軍手」　 rボ ンベ

コ ン ロ 亅 「バ ー
ル j　「金槌 j 「の こ ぎり」 「ヘ ル メ ッ ト亅

r工具jr 缶切 りj　 「ナ イロ ン袋」　 「眼鏡 ス ベ ア 」　 「鍵 ス ペ

ア」　 「石 油 ス トーブ j　 「カイ ロ 亅　 「り a ッ クサ ッ クj　 「防 災

ず きん亅　 「トイ レ ッ トペ ーパ ー
」　 「使 い 捨 て食器 ・割 り箸亅

4 − 7　常備晶 は不要 （4 ） ： 「備蓄は必 要 な し  闇に合わ

ない   火災に あっ た ら無駄  倒壌な ら普段 の もの で 丿 「小 手

先の 防災手 段 で は役 た たず 」　r交 通 事 故 と同様
一

瞬 の災害 」

5　住宅 ：97件
5 − 1　 倒壊 ・解体 ・撤去 （4 》 ： 「解体は物を取り出すた

め遅くして」 「キ ャ リアカ
ー

が 解体に便利」　 「家がつ ぶれて

い る 時声が な くて も必 ずチ ェ ッ ク す る こ と」

5 − 2 構造 ・基礎 （35） ： 「梁 ・柱 ・壁などの 住宅構造の

再点検や補修 が必 要j　 「築25年以上 の 建 物は構造 の 補強 を」

「耐震 ・耐火 で最低限 半渡程度 に 留ま るよ う」　 「重い 瓦 は 揺

れ に 弱い 1　 「しっ か D し た 基礎づ く り、土 地造 り」　 「耐火 ・

耐震構造を検討」　 「公 的病院は 耐震設計を」　 「建 物の 基礎
・

糟造 につ い て 専門家の 意見を十分検討する亅　rRC造は基礎の

構 造上 の 強度 で 災害 を免れ る 」　 「ツー。バ イ ・
フ ォ

ー式が最

良」　 「外壁 の 補強亅　 「屋根 を軽く」　 「木造家屋 の 耐震を筒め

る工 法を早急 に考える」 r1 階ガ レ
ージ が危ない 」 「三階建

て は 闇題」　「4階位が一
番壊れる亅　「室内は広 く設計する1

5 − 3　建築 ・再建
・
住み 替え 〔15） ： 「経年 した家は早期

に建 て 替 え」　 「再建 は佳上 が りを鰡 し支 払 う」　 「家を建 て

る時 は現 場 で チ ェ ッ ク （写真 撮 影） 」　 「隣接 す る家屋 との 間

隔広 くj　 「密集地 域の 建 物補強が必 要亅　 「増築はや めた方が

よ い 」　 「20年で 建 替」　 噺 築 ・再建 は ゆっ くり落ちつ い て 」

r新築で 水 道 ・
排水等 に 争 い 」　 「長屋 が個別 住宅 を たて る と

蹈地 がなくなり互 い に窮屈に亅　「住居 が 出来て も完全復興 と

貢え な い 」　 「京都 ・奈良の 木造老 朽健物 は早 急 に 要対策」

「見 栄 えだ け に とらわれ な い 建 築 が 大 切 」

5 − 4 地 盤 （8 ） ： r家屋 が どの よ うな断 層 上 の 位置か確

闘」　 「士 壌 、 山はだ の 土 地 や埋 めた て 地 は液状化 の 恐 れ 」

「崖 の 上 下 に は住 む もの で は ない 。子 孫 に言 っ て い き たい 」

5 − 5　 住ま い 方 （4 ） ； 「老人 を 階下 に居住 させ るの は 問

題 あ り」　 r新 しい 生 活 が送 れ る住居 の 確保亅　 「2階建 て で は

2階に住む j　f市 ・
県営住宅 に住む と何か と最優先で宥利1

5 − 6　法律
一

般 （7） ： 「公共機関が 話 し合う場を持ち悪

い 業者は 摘発 亅　「半懺 ・全壊の 判定を 公 正 に」　 「しばらくし

て 欲 が で て 『権災証 明全醸』をもら うの に厚 か ま し くな っ

た」　r物件交渉は 法律相談通りにすすまない 」　「個人再 建を

建 物外面だ けで 判断 し ない で」　「借地借家法 は 時代に合わ な

い 」　 r災害時に 借地借家の 契約条項 を見 直す 」

5 − 7　 建築基 準法 （9） ： 「建築 の 法規を緩や か に弾 力 的

にすぺ き」 「違反 建築の 取 り締 ま りを強 化 して 亅 「全 国 か ら

の 大工 さん な り麹築関係 者を神 戸 市 と して 翼 請 して 亅

5 − 8　土 地所有 （4 ） ： 「土地境堺線確認 」　「個人住宅は

必ず 自分 の 土地に」　 「土地が あればプ レ ハ ブで も住め る亅

「賃借人 は権利関係で多大 な 時問 と資金 を費やす」

5 − 9　家所有 （6） 3 「家は持たない 方が良い 」　「仮設は

大変だが い つ か は 市住に 」　「家 は 1軒だけ で な く 2 、 3 軒

（他府県 に別荘）」　「あえて仮股 に住み 市営住宅 に入居で き

な けれ ば家を 買うとい う話で 家を買っ た人 はバ カ をみ た」

5 − 10　仮設住宅 （3） ： 「仮設に
一

人暮 らしの 老人 は共同

生 活の 施 設 を 」　 「仮 殻 の 抽 選 に はずれ 賃貸住宅 を探 し、足 下

を みす か した 賃貸 料 を と られ た 亅

5 − 11　そ の 他 （2 ） ： 「家は 凶器 に な り人 を殺す亅　「命

あ っ て の 住ま い 亅

6　心構え ：93件
6 − 1　 日頃の 心構え （22） ： 「大地震は どこで も起 こ り得

る」 「生活の 中で備えを」 「非常事態 に夜中でも勦ける よ う

習慣化」　「寝 る前に部屋 の 片づ け 」　「鍋 の 油は ちらない よ う

捨て る 」　「重 い 物は 1 階」　「最低限 で生 活 す る習慣は避 難所

で も苦 にならない 亅 「多量 消費生 活 を見直す1
6 − 2　自立 ・自律 ・自己防衛 （16） ： 「自力で努力 して こ

そ 早 く再建亅 f自立 し頑張 る気 がな さすぎ亅 「自己 防衛が一

番 」　 「命 は 自分で 守る 」

6 − 3　 災害 へ の 諦 め
「
（14） ； 「防災 劉練 は無 駄 」　 「自然 の

カ には どうす る こ ともで きない 亅 「逃げる の に精い っ ぱい 亅

r用 心 して もダ メ 亅　「運 命に は 逆 らえ ない 」　f実際経験 し な

い と分 か らない 亅

6 − 4　被災直後の 対応 （11） ： 「落ちつ い て行動亅 「あわ

てず援助をま つ 」　「下手に動か ない 亅　「急に外に出ない 亅

5
」

6

」

一

切
一

で

6
大

6

り

明るさ ・前向きさ （8 ） ； 「 『明 る さ』生きる情熱

f精 神 面 の 立 ち上 が りが一
番重 要亅

思 い や り ・相 互扶 助 （8） ； 「避 難所生 活は 思 い や

「生き延び た時 こそ お 互い 助け合う」 「自分だ け復興

し て も近 所 の 人 が 復 興 しない 限 り元 に 戻 っ た とは君 えな い 」

6 − 7　 そ の 他 （t4） ： 「災害 に 遭っ た人 と逓 わ な か っ た 人

の 気持ちの 違い が今はある」　 「生活面不安亅　 「震災前は派手

な暮ら し が今 は支援 に頼 っ て い る s　「親 と
一

緒 に住む とは

思 っ て い なか っ た」　 「コ ン ビ ニ は皆喜 んだ 」　 rごは んが 炊け

て い る と落 ちっ い たj

7 水 ・食 　：70件
7 − 1　 水 の 確保 ・準 備 （46） ： 「水 確保 ・重 要 」　 「風 呂に

水 j 「マ ン シ ョ ン で は 生活用水 に 困 っ た亅　 「飲み 水の 我慢 は

辛 い ）　 「水は個人 で用意 は 1 、2 日分 の み なの で 行政 に依
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頼」 「一番辛かっ たの はお風呂に入れなかっ た こ と亅

7 − 2　食料 の確 保 ・準備 （24） ： 喰 料確保」　 「い ざと

い う時取 り出せ る か ど うか」　 「乾麺少々 で た りる 亅　 「す ぐに

食べ られ るビ ス ケ ッ ト・ア ン パ ン など」 r保存食」　「食料の

備 蓄 は 2 、3 日分 程 度 で 良 い 」　 「食鶻 は必 要 な い 亅

8　 行政 ： 59件
8 − 1　 行政 へ の 依存 （10） ： 「行政 に 頼ろ うとする人が

多すぎる亅 「行政に無理 を い うの は 筋違い 」

8 − 2　 支 援 ・援助 （11） ： 「自立 再建 の 値人 も助成希

望」　 「年金生活者の 復興を助ける制度が必要」　 r援助物資の

平等性 」　 r全壊 した の に援助ない j　 r公 共 機関の 資金 援跏

「非 常食 、 夜間の 照明 、 寝具 類、防寒衣類 は即刻届 け られ る

の は 当然」　 「行 政が風 呂を援助 して 亅

8 − 3　行政 不 満 ・不 公平感 （12） ： 「被 害 判 定 を厳 しく

は っ きり」　 「政府は 国民を大切 に亅　 「国 ・県 ・市は 弱者を切

り捨て住民無視で 新 しい ま ちづ く りを し て い るJ　 「災害に 弱

者は取 り残されるj　 「諸処の 配分に不公平亅　 「年寄りに どれ

だけ細 か く対 応で きるか亅　 「国会 と地 方の 感 じ方 に差 亅　 「災

害 立 法は庶 民 を視野 に入れ て な い 」

8 − 4　現場対応 （11） ： 「国 ・自衛隊など縦割 り行政 よ

り現場の 長の 決断優先亅　「人命優先亅　「神戸市長の 動きが悪

か っ た1 「行動 の 遅さ は多重 の 命令系統 の た め 、 簡 素化すべ

き」 「迅 速に 対応 出来 る行政 を作る 事に 協力す る事が肝心」

8 − 5　提案 （1t） ： 「最 小 限に被害を くい 止 め る街づ く

り亅　 「生活支援 ・建築支援の 制度充実亅　 「公共工 事 （家） に

準 じ て公 的資金 補償亅　 「レス キ ュ
ー隊 と の 連携体制 亅　 「バ イ

ク 救急隊つ く る亅 「高齢者陣害者 の 救 出 マ ニ ュ ア ル 亅 「放

火 ・盗難などに対す る 防犯対策の 充実」

8 − 6　自然 災霄へ の 諦め （2） ： 「災害が大 きい とマ ニ ュ

アル は役 た たず」 「震度 6以 上 は防災対策むだ 亅

8 一フ　 行致 へ の 感謝 （2 ） ： 「県知 事 は よ く動い た」　 「公

的機関 ・全国 民か らの 支援の お か げで 立ち直れ た」

9　 近隣関係 ：46件
9 − 1　 近 隣関係の 大切 さ ・近 隣で の 救助活 動 （35） ：

「障害者、老 人 は近 隣の 日常の 連携 が必須 」 「隣 ・近所 に声

をか け弱い 人 は助ける亅 「町 の 安全性 は行政で な く地 域住民

の 協力 で 」 「公 共機関 に期待 で きない の で 近 隣者 で 救肋活動

す べ き」 「近 所の 救助活動 が一
番役立 っ た亅 「一人 暮 らしの

人は 、 寝 て い る部屋 を知 っ て もらっ て お く亅

9 − 2　町内会
・
自治会 （6） ： 「町内会組織が充実 して い

る方 が よい 亅　 「自治会組織が しっ か りして い た の で、配給で

恵ま れた」　 「地域町 内会 ・自治会内で住民 の 親睦 と協力を確

立 で き る 基盤 を1 「自治会 が な か っ た の で 各個人 で 行動」

「市 が 各 区役 所 を通 して 自治 会 をつ く る べ き」

9 − 3　 知人 ・友人 ・親戚 （5 ） ： 「親戚付 き合 い 大 切 」

「近 所 もわが 身が一番 で 落 ちつ け ば棄気 ない 」

10　避難行動 ・避難所 ：41件
10 − 　1　 避 難 行 動 （15 ）．： 「親類 ・知 人 等 に 連 絡方 法 を約

束1　 r全壊家屋 が あれ ば 安否 確 認 を し て 救 出 し避 難」 「軒 下

で 立 ち止 まらない （屋根か らの 落下物）亅　 「屋内へ は 再び

入 らない 亅 「自宅周囲を記憶亅　「真っ 暗な寝室 での 作業を

可 能に 亅　 「布団で 体を包ん で 外 へ 」　 「地域指定 され た避 難

所 へ い くj　 「避難先ル ートの 破認 」　「避難方法 の 確認」

「酒 屋店 は ガ ラス が 散乱 して 歩行 困難 」 「避 難 して 命が助

か り道具 は 諦 め た 人 も 日が 経 っ て 後 悔 す る 人 が 大 半亅

10− 2　避難場所 （20 ｝ ： 「避 難所 の 確保 ・準備 （知 人 ・

縁者宅 との 交渉）」　 「前もっ て避難場 所 を確 認 亅　 「前 もっ

て 集合場所を決めるj　 r身内の 家には 避難 しない j　「2 階

建 て は 2 階 へ 避難亅　 「もし もの 時の 家 ・家族 。
仕事 の 段 取

り （避難場所確保）を1　「避難場所 と して は小 学校 が最適

（プ
ー

ル の 水）」　「広 い 空 き地 に避 難 亅 「公 園がな ければ

空き地 へ 避 難 」　「食卓
・
机の 下の 隙間は安全」　 「住め な く

なっ た 家か らあま り離 れ な い 方 が立 ち 上が る勇気が わ く亅

10− 3邀睡所で の 生酒 （6） ： 1避難所生活 は 、 健康面、衛

生 面、人 間関係等非常に 厳 しい 」　 「避 難 所 で は 電気 ・トイ

レ に 困っ た 亅　 「テ ン ト暮 らしで 最初 は 支援物 資が まわ っ て

こ なかっ た亅　「体が不 自由なの で 避難所に 行か ず に テ ン ト

暮 ら し」　 「被害が少 ない 人 は 避 難所 で の 雑 談 に注 意 」　 「被

害の 大小、再 建 材 の 良否な ど、ね た み 根性に 注意亅

11　おわ りに

　 「震災現場の 実感と震災が教えた も の 亅 と して 小林氏

（1ggg年朋 ）は 『巨大な もの は、も ろい 』 『や っ て 無い

こ とは、で きない 』 『自分で で きる こ とを 、 自分で する』

を、震災直後 か らの 3 カ月 間を振 り返 り3つ の 教訓として

い る nt。そ の 具体 的 意 味 と して 、　 「巨 大な物 」 とは 、高架

高速道路 で あ り、行 政 統治機 構 を意 味 し て い る。ま た

「や っ て 無い こ とは 、で きない 亅 は、日常的な ま ちづ くり

活 動の 蓄積が非常時の 震災復興 に役 立っ た事 実 を踏 ま え

「練習で きて い ない こ とが本番 に出 来 る駅 が ない 」 と して

い る。3 つ 目の 「自分 で で きる こ と は 、自分 で す る 亅 と

は、 「自分 です る こ とが展災ボ ラン テ ィア の 原 点亅 「自分

で で きる こ とを 自分で するこ とが被災者復興の 原点亅 と

し、これ ら 3 つ の 教 訓 か ら 「自律生 活圏の 市民まちづ く

り」 の 概念を提 唱 して い る。それ は、被災 地 に お ける 復興

ま ちづ く りの 姿だ けで は な く、明日 の 新 しい 市 民社会にお

けう都市計 画 の あ り方 を も示 唆す る と 考えられ る。

　本稿 で は、ア ン ケ
ー

ト自由回 答の 整理結果 の 報告 に終始

した が、震災か ら来年 5年 目を前に、再 び被災者 の 声を 聞

く こ と無意味で は ない と思われる。さらな る整 理 を加 え、
教訓キー

ワ
ー

ドの 考察を今後行う予 定で あ る。
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